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利用・用途・応用分野

化学工業製品製造業、電池製造業、電線・ケーブル製造業

目的・課題 解決ポイント

電池用に、伝導度が高く、且つ
製膜性の優れた固体電解質を
得るための新規モノマー及び
その重合体並びに固体電解質
を提供することを目的とする。
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発明の名称：（メタ）アクリル酸アミド化合物、その重合体
及び 金属イオンを含む該重合体よりなる固体電解質

伝導性の高い固体電解質を得ることを目的としたものであるが、本発明の
メタアクリロアミドモノマー及びその重合体に金属陽イオンを含有させることにより
優れた伝導性を与える。
さらに電解質としての特徴は、大きい伝導性と共に製膜性に優れ、リチウムイオン
電池等の固体電解質とすることができる点にある。

無料開放特許

一般式（１）で表わされる新規化合物
メタアクリロアミド及びその重合体並びに
周期律表１Ａ及び２Ａ族より選ばれる、
少なくとも１種の金属イオンを含む
該重合体よりなる固体電解質。
但し、Ｒ１は炭素数０～６のアルキル基、
Ｒ２は炭素数１～６のアルキレン基、
炭素数４～６のシクロアルキレン基又は
アリーレン基、
Ｒ３は－(Ｒ４－Ｏ－)ｎ－Ｃ２Ｈ４－で表わさ
れる基、
Ｒ４は炭素数２～３のアルキレン基、
ｎは０～３の整数を表す。
（１）




